
「広報かつやま」に掲載する写真のモデルを募集しています。詳細は次ページをご覧ください。
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人口の動き　11月末現在（前月比）

総人口� 21,873人（－13）
世帯数� 7,917世帯
男性� 10,440人（－11）
女性� 11,433人（��－2）
出生� 10人
死亡� 35人
転入� 47人
転出� 35人

11月の交通事故　（前年比）

事故� 39件（±0）
死者� 0人（±0）
負傷者� 0人（±0）

1月の納税

（市県民税・国民健康保険税（4期））
納期限� 1月31日
口座振替� 1月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報
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地域おこしコラム、JCHOコラム� 08
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市からのお知らせ� 11

目次

　勝山市に行き来する人やルーツをもつ人、これまでに何かしら関わった
ことがある人、いわゆる関係人口と呼ばれる人材が今後のまちづくり活動
において大きな役割を担うことが期待されています。
　今月の特集では、11月20日に開催された勝山市出身のデザイナー
玉
たま き に い め
木新雌さんのトークショーとインタビュー、市内で開催された関係人口

を創出するための取り組みなどからまちづくりのヒントを探ります。

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

『移住した勝山での生活をインスタで発信しています』

皆
みな

川
がわ

　結
ゆ

衣
い

 さん（24歳）

Cover m
odel

まちづくりのヒント
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　日本のヘソと言われる兵庫県西脇市で、㈲玉木新雌で代表を務める玉木さん。
　玉木さんが魂を込めて手がける播州織のショールは、経済産業省の「The・Wonder�500」にも選出され
るなど、日本が誇るべき優れた地方産品として国内外で評価を受けています。
　また、玉木さんの活躍は、「地域を元気にする」と西脇市でも認められる存在となっています。
　玉木さんの活動や故郷である勝山市への思いから、まちを元気に明るくするヒントを探ります。

離れて気づいた

勝山のイメージは

自信をもって言える
『恵まれた地域』

　玉木さんは、勝山市を離れ、様々な地域
で生活してきたなかで「勝山の自然、特に空
気や水は本当においしいです」と身に染みて
感じているそうです。
　また、恐竜博物館や越前大仏などがある
勝山市を「人が集まりやすいことは恵まれて
いると思います」と観光施設が少ない西脇市
で人を呼び込む苦労を経験してきた玉木さ
ん。「自然と観光施設に恵まれた地域を皆さ
んが前向きにとらえ、どう活動するかで勝
山の未来は明るくなると思います」と笑顔で
話されていました。

　玉木さんが社員と共有するキャッチフレーズの1つに「まいにち　ぜんぶ　たのしむ」があります。
　この言葉は、周りの目線を気にしすぎて、自ら考えて行動することができない社員が増えていることに
気づいた玉木さんの「1日１日を後悔しない、今日も楽しかった、明日も頑張ろう！」という生き方をしてほ
しいという思いが込められています。ここでは、「日々の暮らしを大切にし、自ら考えて行動する」ことを
大切にする玉木さんの活動を一部ご紹介します。

働 く 環 境

　玉木さんの職場「Shop＆Lab」は、古い染色工場を
リノベーションした製造・販売の拠点です。
　この「Shop＆Lab」では、機織りだけでなく、糸の
原料となるコットンの栽培をはじめ、作品を仕上げ
るまでのほぼすべての工程を自社で手がけていま
す。また、敷地内には、羊やヤギなどの動物を放し
飼いにするなど、モノづくりを深めるための様々な
環境づくりが行われています。

多様性のあるチームで
モノづくりの可能性を広げる

　玉木さんの職場では、玉木さんのモノづくりに対する思
いに共感した様々な方が全国各地から集まってきます。
　「良い作品、アイディアが生まれるためには、多様性の
ある人たちを集めて、チームを作ることが必要です」と考
える玉木さん。ただ、一筋縄ではいかないのが、人間関係。
チーム作りは試行錯誤の繰り返しだそうですが「一人ひと
りが個性をだしつつも、お互いを認め共感しあうチームを
目指しています」と個人が働きやすく、モノづくりの可能
性が広げられるチーム作りに挑戦されています。

五感を大切に
地球にやさしい活動

　玉木さんの活動は、モノづくりにとどまらず、地
球にやさしい活動にも取り組んでいます。「地球に
良いことは、働く人たちのこころを癒し、モノづく
りのクオリティにも繋がっています」と話す玉木さ
ん。活動する上で大切にしていることは、「五感」を
使うことで、人間の本能を働かせることで気づくこ
とがたくさんあるそうです。動物を放し飼いしてい
ることも五感を使うことの一環だそうです。

tamaki niime が語る
勝山の可能性

まいにち ぜんぶ たのしむ
地域を元気にするライフスタイル

有限会社 玉木新雌 代表

玉
た ま

木
き

　新
に い

雌
め

 さん
勝山市芳野町出身。洋品店を営む実家の影響もあり、幼いこ
ろから服への興味を持つ。大阪の服飾専門学校を卒業後、繊
維商社に就職。その後、ブランド「tamaki niime」を立ち上げ
独立。自らが望む着心地が良いモノを探し求めていたころに、
播州織と播州織職人と出会い、播州織の地場産地である西脇
市へ移住。

特集 まちづくりのヒント 特集 まちづくりのヒント

ヒントを探る 11
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新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

電話で予約 L
ラ イ ン

I N Eで予約

☎ 0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウント 

を友だちに追加
二次元バーコードを読み込む
かIDで検索してください

受付時間▶24時間予約が可能
I D▶＠katsuyamacity

県新型コロナ
ワクチン接種
セ ン タ ー  
アオッサ会場
の 予 約 は 

こちら

オミクロン株対応ワクチンの年内接種をお願いします
　オミクロン株対応ワクチンは、2回接種を終えた12歳以上の全ての方が対象です。前回の接種を受けた
日から3か月以上経過していれば、接種することが可能です。
　これまで2年間、年末年始の後に新型コロナは流行しています。年末年始の感染拡大に備えて、オミクロ
ン株対応ワクチンの年内接種をお願いいたします。

接種回数▶1回
接種場所▶ 市内医療機関、県営接種会場�

集団接種会場「勝山市体育館ジオアリーナ」　※集団接種の日程は下記表を参照

集団接種日 12月17日㈯ 12月18日㈰

受付時間 午後2時～午後4時 午後5時30分～午後7時 午前9時～午前11時

接種対象
接種券が届いている
18歳以上の方

接種券が届いている
12歳以上の方

接種券が届いている
18歳以上の方

定　員 480人 360人 480人

予約方法▶ 

オミクロン株対応
ワクチンの効果

従来型ワクチンを上回る

OMIC

✓ 発症予防効果 が期待

✓ 感染予防効果
✓ 重症化予防効果

前回接種日の
� か月後から

接種可能

あたらしいイナカ会議あたらしいイナカ会議
～ イナカトークセッション ～～ イナカトークセッション ～

皆
みながわ

川　結
ゆ い

衣 さん（24）島
し ま だ

田　蓮
れん

 さん（24）

　勝山で何ができるか。自分
の中で新しい発見や発想が得
れたらと思い参加しました。
　講師のまちづくりの手法は
とても参考になりました。自
分の得意なことでできること
をやっていきたいと思います。

　地域の人が楽しく集まる場
所をつくりたいと思い、その
ヒントを探すために参加しま
した。
　やりたいことに向けてどう
動いたらよいか、きっかけを
知ることができました。

特集 まちづくりのヒント

ヒントを探る 2
　10月28日、県内各地から地域のまちづくりに関わる15人が越前大仏に
集結し、勝山から地域の未来を考えるトークイベントが行われました。
　イナカの「〇〇」を面白くするをテーマにそれぞれのプレーヤーがご自身
の経験やどのように面白くしていったか、実際どんな成果が出たのかなど
を参加者に伝えました。

詳しくはこちら

ヒントを探る3 まちの
デザインスクール

　11月28日、まちづくりやビジネスなど幅広い分野で活かすことができる思
考方法を学ぶ「まちのデザインスクール」が開催され、楽しくも真剣な眼差しで
講師の方からの思考方法を学んでいました。

今後の内容（予定）　　
マインドセット・思考法を学ぶ
と　き▶12月17日㈯・18日㈰　午後3時～ 5時

アクションを起こすロールモデルから学ぶ
と　き▶令和5年1月中旬予定

参 加 者 の 声参 加 者 の 声

申し込みはこちら

イナカを「よそ」 
から面白くする

　イナカは余白が大きいので、よそからきて活動するだけで周りから反応が
大きく、ある種のキープレーヤーになれる。「田舎だからなれた」ではなく、
よそ者は自分が特別になれる環境を自ら選択し、生き方をデザインしている。

イナカ「らしさ」
を 面 白くす る

　互いの理屈が合わないときは、他人に甘えられるか、可愛が
られるかどうかがカギになる。人に頼ったり、人に乗っかる態
度が獲れる人は、コミュニケーションがうまくとれている。
甘え下手で苦労している人が多い。

プレーヤーの意見を 一部一部  ご紹介します

換気の徹底
寒い季節でも定期的に換気をする

「おはなしはマスク」
周りに人がいないとき、会話しないときはマスク
を外すなどメリハリをつける

毎日の体調管理
・�体調に不安を感じた方は新型コロナ総合相談セン

ターへお電話を�☎0570-051-280
・�休日などの急な発熱に備えて、解熱鎮痛剤や食料
品などを事前に準備する

年末年始を迎える今こそ感染対策を徹底しましょう

22

3
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高齢者の薬との付き合い方
福井勝山総合病院
院長補佐兼呼吸器内科部長　小澤 眞二

　
高
齢
に
な
る
と
複
数
の
病
気
を
持
つ

人
が
多
く
な
り
、
病
気
の
数
だ
け
処
方

さ
れ
る
薬
も
多
く
な
り
ま
す
。
体
の
中

に
入
っ
た
薬
は
肝
臓
で
代
謝
分
解
さ
れ

た
り
、
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
高
齢
に
な
る
と
肝
臓
や
腎

臓
の
機
能
が
老
化
し
て
能
力
が
落
ち
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
薬
の
分
解
や
排
泄

ま
で
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
薬

が
効
き
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
日
本
老
年
医
学
会
な
ど
は
、
高
齢
者

の
薬
の
付
き
合
い
方
と
し
て
下
欄
の
よ

う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
自
分
の
飲
ん
で
い
る
薬

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
、
高
齢
者
で
は
家
族
や
ま
わ
り
の

人
が
い
っ
し
ょ
に
管
理
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

薬
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

①�

薬
を
飲
み
忘
れ
た
り
、
勝
手
に
や

め
る
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
非

常
に
多
い
の
で
、
自
己
判
断
に
よ

る
薬
の
中
断
は
絶
対
に
避
け
ま

し
ょ
う
。

②�

病
気
ご
と
に
異
な
る
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
薬
が
重

複
し
た
り
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
、

使
っ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師

に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
市
販
薬
も
含

め
て
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③�

医
療
機
関
は
病
気
や
健
康
状
態
を

診
て
も
ら
う
と
こ
ろ
で
、
薬
を
も

ら
い
に
行
く
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

加
齢
と
と
も
に
体
の
状
態
、
薬
の

効
き
方
が
変
化
す
る
の
で
、
高
齢

者
に
は
高
齢
者
に
適
し
た
処
方
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
は
若
い
頃
と

同
じ
だ
と
は
思
わ
な
い
こ
と
が
大

事
で
す
。

⑤�

薬
は
優
先
順
位
を
考
え
て
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
薬
の
量
と
数

に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

鹿
谷
小
学
校

　

鹿
谷
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
に
、

こ
の
地
域
に
は
4
つ
の
小
学
校
が
設
立
さ

れ
た
。
明
治
６
年（
1
8
7
3
）、
矢
戸
口

（
後
に
本
郷
に
移
転
）に
鹿ろ
っ
け
い渓
小
学
校
が
最

も
早
く
設
立
さ
れ
た
。
校
区
は
矢
戸
口
、

西
光
寺
、
北
西
俣
、
本
郷
、
東
遅
羽
口
、

西
遅
羽
口
、杉
俣
の
七
区
で
あ
っ
た
。翌
々

年
の
同
9
年
に
前
記
の
西
光
寺
、
北
西
俣

が
分
か
れ
北
西
俣
に
西
俣
小
学
校
が
出
来

た
が
、
17
年
に
再
度
鹿
渓
小
学
校
に
復
帰

し
て
い
る
。

　

明
治
8
年
に
は
保
田
に
甲こ
う
え
ん淵
小
学
校

が
、
保
田
・
志
田
・
発
坂
の
３
区
で
設
立

さ
れ
た
。
し
か
し
13
年
に
志
田
に
志
田
・

発
坂
の
2
区
で
若
宮
小
学
校
が
設
立
さ
れ

た
が
、
こ
れ
も
18
年
に
は
甲
淵
小
学
校
に

復
帰
し
て
い
る
。

　
大
正
3
年（
1
9
1
4
）に
な
り
上
記
の

学
校
は
一
本
化
さ
れ
鹿
谷
小
学
校
と
な

る
。
本
郷
に
あ
っ
た
鹿
渓
小
学
校
に
甲
淵

小
学
校
が
合
併
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
22
年（
1
9
4
7
）の
新
学
制
に
と
も

な
い
本
郷
に
鹿
谷
小
学
校
が
、
同
年
、
同

区
に
鹿
谷
中
学
校
も
設
立
さ
れ
た
。な
お
、

鹿
谷
中
学
校
は
同
31
年
で
幕
を
閉
じ
、
翌

年
、
荒
土
町
伊
波
に
北
郷
・
鹿
谷
・
荒
土

の
３
中
学
が
合
併
し
北
部
中
学
校
が
設
立

さ
れ
た
。

　
小
学
校
に
話
を
戻
し
、
明
治
9
年
、
10

年
の
鹿
渓
小
学
校
と
甲
淵
小
学
校
の
学
齢

児
童
数
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。

　

鹿
渓
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
1
9
3
人

（
男
97
・
女
96
）、
2
1
8
人（
男
1
1
5
・

女
1
0
3
）、
甲
淵
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ

1
9
6
人（
男
1
0
4
・
女
92
）、
2
2
1

人（
男
1
0
3
・
女
1
1
8
）で
あ
っ
た
。

　
令
和
4
年（
2
0
2
2
）現
在
の
鹿
谷
小

学
校
の
在
校
生
は
63
人
で
す
。
写
真
は
第

15
回
高
等
科

卒
業
生
と
あ

り
、
昭
和
3

年
と
思
わ
れ

ま
す
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�
市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 52

一
歩
目

　
探
究
は
対
話
と
越
境

①
生
徒
と
の「
対
話
」

　
「
探
究
」
を
辞
書
的
に
言
う
と
「
答

え
が
な
い
物
事
へ
の
追
求
」。
答
え

は
一
つ
で
は
な
い
か
ら
や
り
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
当
た
り
前
、だ
か
ら
、

誰
か
の
一
番
を
見
つ
け
て
い
く
。
そ

し
て
、
そ
の
答
え
を
言
葉
に
し
て
伝

え
、
共
感
を
得
る
こ
と
で
、
確
か
ら

し
い
答
え
を
導
い
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
最
も

力
が
試
さ
れ
る
場
面
が
、
学
生
と
の

探
究
課
題
に
関
す
る
対
話
で
す
。（
前

提
と
し
て
、
勝
山
高
校
の
探
究
は
個

人
で
テ
ー
マ
設
定
す
る
形
式
で
す
）

　
ま
ず
、
テ
ー
マ
設
定
の
動
機
、
目

指
し
た
い
世
界
観
、
既
に
得
ら
れ
た

情
報
を
聞
き
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、

話
の
構
造
を
整
理
し
、
次
に
行
う
べ

き
行
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
感
的
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
対
話
で
頭
の
中
が
整
理
さ

れ
て
い
く
と
、
暗
雲
が
晴
れ
た
よ

う
な
安
心
し
た
表
情
を
返
し
て
も

ら
え
ま
す
。（
私
は
話
の
整
理
に

徹
し
、
答
え
は
生
徒
自
身
で
見
つ

け
て
い
き
ま
す
）

②
生
徒
に「
越
境
経
験
」

　

も
う
ひ
と
つ
、
探
究
で
大
切
に
し

た
い
事
と
し
て「
経
験
値
」が
あ
り
ま

す
。
誰
だ
っ
て「
や
っ
た
こ
と
無
い
か

ら
ワ
カ
ラ
ナ
イ
」の
は
当
然
。
一
歩
目

を
踏
み
出
す
経
験
値
を
得
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
い
く
た
め
の
マ

イ
ン
ド
を
鍛
え
て
い
く
。
専
門
的
な

言
葉
で
は
、
自
分
の
枠
を
超
え
て
挑

戦
す
る『
越
境
経
験
』で
す
。

　
今
回
話
題
に
し
た「
対
話
」と「
越

境
」
の
機
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

も
ご
協
力
を
賜
る
場
面
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
勝
山
の

未
来
の
人
材
を
育
成
す
る
つ
も
り
で

お
付
き
合

い
い
た
だ

け
ま
し
た

ら
幸
い
で

す
。

❻

地域おこし協力隊
永
な が の

野　龍
りゅうすけ

典さん

勝高生との対話風景

薬
の
付
き
合
い
方

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋　
勝
高
生
が
活
躍

福
井
県
高
等
学
校
新
人
大
会

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
男
子
学
校
対
抗
▼
準

優
勝（
☆
）、
女
子
学
校
対
抗
▼
準
優
勝（
☆
）、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
優
勝�

工
谷
羽
音

（
☆
）、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
優
勝�

工
谷
羽

音
・
金
山
璃
子
ペ
ア（
☆
）

※�

☆
は
1
月
開
催
の
全
国
高
校
選
抜
大

会
北
信
越
予
選
会（
富
山
県
）に
出
場

【
陸
上
競
技
部
】女
子
総
合
▼
第
３
位
、
女

子
1
0
0
ｍ
▼
第
１
位�

木
下
ゆ
き
、
女

子
2
0
0
ｍ
▼
第
１
位�

木
下
ゆ
き
、�

第

３
位�

牧
野
樹
理
、
男
子
や
り
投
▼
第
３

位�

渡
敦
郎
、
女
子
や
り
投
▼
準
優
勝�

松

田
美
優
（
北
信
越
新
人
大
会�

準
優
勝
）、

女
子
４
×
1
0
0
ｍ
▼
第
３
位�

高
野
愛

音・木
下
ゆ
き・齋
藤
菜
々
美・牧
野
樹
理
、

女
子
４
×
4
0
0
ｍ
▼
第
３
位�

木
下
ゆ

き・齋
藤
菜
々
美・山
口
優
月・牧
野
樹
理

【
女
子
テ
ニ
ス
部
】
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
第

３
位�

滝
本
莉
佳
・
滝
本
莉
彩
ペ
ア

【
弓
道
部
】
個
人
女
子
▼
第
３
位�

吉
田
さ

ゆ
り

第
77
回
国
民
体
育
大
会

女
子
４
×
1
0
0
ｍ
▼
準
決
勝
進
出�

木

下
ゆ
き

 

福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

郷
土
芸
能
部
門

【
日
本
文
化
部
】最
優
秀
賞

※�

来
年
開
催
の
全
国
高

校
総
文
（
鹿
児
島
県
）

に
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
決
定

 

福
井
県
総
合
美
術
展

【
芸
術
部
】
日
本
画
部
門
▼
福
井
県
高
文

連
賞
入
賞�

横
山
結
香
、
絵
画
造
形
部
門

▼
入
選�

平
瀬
咲
弥
、
吉
田
慎
之
介

こ
れ
か
ら
の
学
び
の
鍵「
探
究
」

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
探
究
の

授
業（
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）で
は
、
１

年
生
が
先
の
見
え
な
い
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
に
必
要
な
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
個
人
の
探
究
活
動
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
、
福
井
県
立
大
学
、
福

井
県
お
よ
び
勝
山
市
教
育
委
員
会
の
先

生
方
を
招
聘
し
て
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
効
果
的
な
情
報
収

集
の
た
め
、
福
井
新
聞

社
の
方
か
ら
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
手
法
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

勝高ＨＰ

※ 

前
回
（
野
向
小
学
校
）
の
記
事
で
、
牛
ケ
原
と
あ
る
の

は
牛
ケ
谷
の
間
違
い
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

全総予選ラウンドテーブル

鹿谷尋常小学校 第15回高等科卒業生
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算）
一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注） 予算額、収入済額、支出済額には、繰越明
許費および事故繰越を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
60.4%

28.8%

21.8%

51.8%

0.0%

72.7%

54.9%

27.1%

84.3%

64.0%

48.8%

30.3%

52.1%

7.6%

7.0%

72.0%

20.9%

0%

111.7%

4.1%

0.0%

36.6%

16億1,850万円

4,782万円

55万円

647万円

0万円

2,691万円

2億8,323万円

489万円

1,276万円

27億257万円

120万円

485万円

6,583万円

1億9,868万円

1億8,089万円

6,587万円

2,242万円

0万円

4億6,057万円

2,167万円

0万円

57億2,568万円

市 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割
交付金
地方消費税交付金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億5,953万円

21億2,171万円

39億4,690万円

10億6,526万円

1億491万円

7億5,370万円

8億4,100万円

14億2,503万円

3億2,066万円

11億3,381万円

23億8,807万円

13億2,154万円

4,429万円

156億2,641万円

50.7%

28.9%

36.2%

33.5%

99.9%

35.3%

37.8%

19.9%

44.6%

40.9%

0.2%

47.1%

0.0%

30.0%

8,096万円

6億1,289万円

14億2,702万円

3億5,721万円

1億484万円

2億6,641万円

3億1,780万円

2億8,369万円

1億4,292万円

4億6,378万円

563万円

6億2,295万円

0万円

46億8,610万円

特別会計予算の執行状況
会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額

育 英 資 金 4,468万円 1,603万円 1,508万円
下 水 道 事 業 11億3,540万円 1億7,961万円 3億6,767万円
国 民 健 康 保 険 24億6,737万円 9億9,087万円 9億9,580万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億8,912万円 1億3,484万円 9,744万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億82万円 11億5,514万円 11億6,416万円
介護サービス事業勘定 950万円 365万円 246万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1億8,174万円 1,803万円 7,471万円
市 有 林 造 成 事 業 6,118万円 76万円 1,799万円

特 別 会 計 合 計 70億8,981万円 24億9,893万円 27億3,531万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

市税の収入状況

予 算 額　合計 26億8,106万円
収入済額　合計 16億1,850万円

11億2,160万円
4億9,900万円

11億6,945万円
8億6,336万円

8,580万円
8,357万円

1億5,244万円
6,578万円
2,008万円
1,068万円

1億3,169万円
9,611万円

　また、現在高119億789万円のうち借り入れ利率別の内
訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
15億1,966万円
37億5,277万円

5,088万円
5億2,823万円
3億8,045万円
4億　260万円
2億2,574万円
8,031万円

49億6,725万円
119億　789万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～0.5％以下
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
100億7,026万円
13億4,970万円
4億2,787万円
6,006万円

割　合
84.6%
11.3%
3.6%
0.5%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらう
ことで世代間の負担を公平にする効果があります。
市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行う
こととしており、公共事業および公共施設の整備な
どに充てています。9月末現在の残高は119億789万
円（前年同月末比0.9％の減）となっていますが、そ
のうち61.9％にあたる73億7,648万円が普通交付税
として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について

会　　　計　　　名 現　在　高
一 般 会 計 119億789万円
　うち臨時財政対策債除く 73億8,078万円

特
別
会
計

下 水 道 事 業 48億5,791万円
農 業 集 落 排 水 事 業 11億5,034万円
市 有 林 造 成 事 業 4,090万円

合　　　　計 179億5,704万円

令
和
4
年
度
　
上
半
期
の
状
況
　（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

�

問
財
政
課（
市
役
所
3
階
）☎
88
‐
8
1
2
0

　
市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
4
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
～
9
月
30
日
）に
お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税

の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市債状況

市からのお知らせ Information

26億8,106万円

1億6,620万円

250万円

1,250万円

1,000万円

3,700万円

5億1600万円

1,800万円

1,513万円

42億2,340万円

245万円

1,600万円

1億2,633万円

26億2,532万円

25億6,758万円

9,150万円

1億749万円

2億7,131万円

4億1,218万円

5億3,346万円

11億9,100万円

156億2,641万円

　市内11店舗のおやきが勢ぞろいする「勝ち山
おやきまつり」が開催され、用意された約2500
個のおやきが午前中で完売する盛況ぶりでした。

おやきまつりで食べ比べ
■11月6日　勝山城博物館

　大雨災害への支援に活用してほしいと、(公社)
日本青年会議所北陸信越地区福井ブロック協議
会から、5万円のご寄附をいただきました。

ご寄附 ありがとうございました
■11月10日　勝山市役所

　日本遺産認定が縁となった交流事業として、平
泉寺小学校の児童が一条小学校（福井市）の児童に
境内のさまざまな見どころをガイドしました。

つなげよう　日本遺産の輪
■11月11日　平泉寺白山神社

　男女共同参画社会について考えるつどい「かつ
やまのぞみフェスタ」が開催され、今年はかずえ
ちゃん（YouTuber）らの講演会が行われました。　

かつやまのぞみフェスタが開催
■11月23日　勝山市教育会館

　（一財）自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業としてコミュニティ助成
事業を行っています。この助成を受けて、北郷町坂東島区と荒土町北宮地区が活動
備品を整備しました。�

宝くじ助成で活動備品を整備  問未来創造課（市役所２階）　☎88 ｰ 1115
【
坂
東
島
区
】 

ア
ン
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
、エ
ア
コ
ン
、テ
ン
ト
、

パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど

【
北
宮
地
区
】 

エ
ア
コ
ン
、
テ
ン
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
椅
子
、
机
な
ど
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市からのお知らせ Information

　

市
で
は
、
市
道
で
作
業
す
る
除
雪
車

に
G
P
S
機
器
を
搭
載
し
、
除
雪
作
業

状
況
（
除
雪
車
の
現
在
位
置
や
走
行
軌
跡

の
確
認
）
を
地
図
上
で
把
握
で
き
る
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は
、『
み
ち
情

報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
』
で
福
井
県
や
他
市
の

除
雪
状
況
と
合
わ
せ
て
一
体
的
に
表
示
さ

れ
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
大
雪
時
に
、
安
全
に
通
れ
る
道
や
迂
回

路
の
確
認

に
ご
活
用

下
さ
い
。

水
道
管
の″
凍
結
防
止
〟

　

冬
期
間
は
、
水
道
管
が
凍
結
・
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◉
水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認
・
除
雪

◉
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
を
防
寒

◉ 

長
期
不
在
の
場
合

は
、
給
水
中
止
の

手
続
き
を
と
る
か
、

水
道
メ
ー
タ
ー
横

に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
る

漏
水
し
た
場
合
は
？

　

水
道
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
閉
め
、

早
急
に
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水道メーター
止水栓

雪
に
ご
用
心
！

　「
守
ろ
う
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
」

◉ 

水
量
が
少
な
い
場
合
は
、
投
雪
を
控

え
る

◉ 

流
雪
溝
を
詰
ま
ら
せ
な
い

◉ 

下
流
で
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て

い
る
情
報
を
得
た
際
は
、
投
雪
を

一
旦
止
め
る

◉ 

除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車
、
駐

車
場
へ
の
車
両
放
置
は
厳
禁

◉ 

大
雪
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
と

き
は
、
外
出
を
控
え
る

◉
水
道
水
で
の
融
雪
は
控
え
る

◉ 

開
い
た
投
雪
口（
グ
レ
ー
チ
ン
グ
な

ど
）に
は
必
ず
赤
旗
な
ど
を
立
て
る

◉ 

屋
根
雪
下
ろ
し
で
の
転
落
や
、
除

雪
機
械
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る

　
市
民
の
皆
さ
ん
1
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
で
快
適
に
冬
を
過
ご

せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
協
力
し
て
冬
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

◉
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を
行
う

　
　

�

除
雪
に
か
か
る
助

成
金
や
除
雪
機
の

貸
出
が
あ
り
ま
す

◉ 

防
火
水
槽
や
用
水
路
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
付
近
の
除
排
雪
を
行
う

詳しくはこちら詳しくはこちら

　
降
雪
前
に
ハ
ウ
ス
を
点
検
し
、
降
雪
被

害
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◉
ハ
ウ
ス
の
除
雪

◉ 

中
柱
を
立
て
る
な
ど
資
材
に
よ
る
補
強

◉ 

融
雪
装
置
の
点
検

農
業
用
ハ
ウ
ス
の″
倒
壊
防
止
〟

雪捨て場は雪捨て場は
九頭竜川「立石線つきあたり」九頭竜川「立石線つきあたり」
　屋根や宅地の雪を捨てる場合
にご利用ください。
　なお、開設は常時ではなく、積
雪の状況により実施します。市
ホームページでご確認ください。
問建設課
　（市民会館２階）
　☎88 ｰ 8107

問道路の除雪
　建設課（市民会館２階） ☎88 ｰ 8107
問除雪作業員の登録・紹介
　総務課（市役所２階） ☎88 ｰ 8125
問屋根雪下ろしの助成金
　健康体育課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
問水道関係
　上下水道課（市民会館２階）☎88 ｰ 8109
問水路・流雪関係
　消防署　 ☎88 ｰ 0400

みち情報ネットみち情報ネット
ふくいふくい

問県土木部道路保全課
　☎0776ｰ20ｰ0477

事業者一覧

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は

「
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
」で

「
ル
ー
ル
」と「
マ
ナ
ー
」

助
け
合
い

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

�

問
健
康
体
育
課
☎
87
‐
０
８
８
８

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
※
助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
母
子

世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者
と
し
て

市
の
名
簿（
以
下
、
福
祉
票
）に
登

録
さ
れ
、
か
つ
市
が
定
め
る
対
象

要
件
に
該
当
す
る
方

助
成
金　
１
回
１
万
円

※�

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に
よ
っ
て

は
４
回

※�

雪
下
ろ
し
前
後
の
写
真（
日
付
入
り
）お

よ
び
領
収
書
の
添
付
が
必
要

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

玄
関
前
の
除
雪
を
手
助
け

対
象　

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、
福

祉
票
に
登
録
さ
れ
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

費
用　
１
回（
１
時
間
）３
０
０
円

※
一
冬
期
間
６
回
以
内

相
談
先　
健
康
体
育
課

障
害
者
控
除
の
認
定

　
次
の
方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
、
１
月
下
旬
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

�

12
月
31
日
現
在
で
要
支
援
２
ま

た
は
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方

障
害
者
控
除
の
区
分

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
を
助
成

対
象　

�

65
歳
以
上
の
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
た
方
等
で
、
常
時
車

椅
子
を
使
用
ま
た
は
寝
た
き
り

の
方

費
用　

 

リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

初
乗
り
料
金
。
年
間
36
回
ま
で

※
車
椅
子
用
は
上
限
６
３
０
円

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た
見
守
り

　
調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健
康
な
ど

を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認

を
行
い
ま
す
。

対
象　

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方

費
用　
１
食
２
５
０
円

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

緊
急
時
に
備
え
て
ご
準
備
を
！

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応
が
困

難
な
世
帯
に
設
置
し
ま
す
。

対
象　

�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
な
ど
で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

費
用　

 

無
料
（
た
だ
し
、
通
話
料
は
自
己

負
担
）

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

　

自
宅
で
の
緊
急
時
に
救
急
隊
へ
医
療

情
報
な
ど
を
知
ら
せ
る
た
め
の
キ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
内
の
わ
か
り
や

す
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

（
日
中
の
み
高
齢
者
世
帯
も
含

む
）

費
用　
無
料

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

要介護度 控除区分

要支援２

要介護１

要介護２

障害者
控除

要介護３

要介護４

要介護５

特別
障害者
控除

各種問合せ先

市からのお知らせInformation 市からのお知らせInformation
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令
和
4
年
度
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

令
和
４
年
度

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト　
入
賞
作
品

身
近
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

　

身
近
な
人
に
、
な
か
な
か
伝
え
ら
れ

な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
「
5
・
7
・
5
」

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
8
8
4
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
優
秀
賞
作
品
15
点
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

小
学
生
の
部

　
応
募
総
数
6
2
3
点

　
　
（
優
秀
賞
10
点　
入
選
27
点
）

中
学
生
の
部

　
応
募
総
数　
2
6
1
点

　
　
（
優
秀
賞
5
点　
入
選
11
点
）

入選者の作品や巡回
展示スケジュールは
こちら

中村�誠吾さん（平泉寺４）

さ い が い で
し っ た よ 人 の
あ た た か さ

古家�ひなたさん(荒土５)

ば あ ち ゃ ん の
さ と い も の あ じ
宇 宙 一

松 原� 凜 さ ん(村 岡 １ )

ね ぼ う す る
わ た し を お こ す
ね む い パ パ

齋藤�美玲さん(成器南２)

お か あ さ ん
どしゃぶりおむかえ
あ り が と う

山内� 青 依 さん(三 室 ３）

言 い た い し
言 わ れ た い な
あ り が と う

石黒� 心咲さん(成器南３)

家 族 の ね
え 顔 が
わたしのたからもの

大友�映里奈さん(成器西４)

な み だ か ら
な が い き し て ね
つ た わ っ た

森下� 美 星 さん(鹿 谷４)

が ん ば れ た
みんなのおうえん
あ り が と う

山内� 仁平さん(成器西６)

お 父 さ ん
見 守 っ て く れ る
ぼ く の 夢

松山� 雅虎さん(成器南６)

お 母 さ ん
ポ ジ テ ィ ブ 発 言
感 謝 で す

牧野�花耶さん(勝山北部１)

は ん こ う 期
よりそってくれて
あ り が と う

松山�月羽愛さん(勝山北部２)

あ り が と う
言 え て な い け ど
思 っ て る

永井�洸希さん(勝山南部３)

話 す と ね
心 が ぽ っ と
あ っ た ま る

吉田�奈央さん(勝山北部１)

あ り が と う
は ず か し い か ら
サ ン キ ュ ー と

小池�達也さん(勝山南部２)

あ れ こ れ と
言 わ れ る ぼ く は
幸 せ 者

　現在、マイナンバーカードを利用した各種サービスが増え、より便利
になっています。また、令和５年３月から新たに始まるサービスもあり
ます。この機会に、ぜひマイナンバーカードを取得してください。

現在実施中のサービス
▣健康保険証　　　　　　　　　▣印鑑登録証　　　▣図書館利用者カード
▣コロナワクチン接種証明書� ▣医療費の情報　　▣確定申告（e-tax）

※スマートフォンから各種証明書の申請ができます
　�　スマートフォンやパソコンから一部の証明書発行の申
請が12月1日からできるようになりました。証明書は後
日ご自宅に郵送されます。　（スマート申請システム）　�

今後予定されているサービス（3月開始）

▣コンビニ交付サービス開始（庁舎内にはキオスク端末設置）
　各種証明書がコンビニで取得できるようになります。
　また、庁舎内にもコンビニと同じ端末（キオスク端末）を設置します。

▣申請書の記載項目を省略　「書かない窓口へ」
　窓口で各種申請様式に記載していた項目が、マイナンバーカードの情報を読み
取ることで、自動的に申請書に印字するシステムを導入します。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
お
早
め
に

�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

勝山市内の
交付率

61.96％
全国 52.84％

◉申請窓口から申請
下記の窓口へお越しください。
申 請受付場所▶市民課、各地区まちづく
り会館、各地区コミュニティーセン
ター、図書館、携帯ショップ

と　き▶12月16日㈮・17日㈯・18日㈰
　　　　午前10時～午後6時30分
ところ▶ 勝山サンプラザ（２階）、ハニー新鮮館かつ

やま店（店頭）、かじ惣勝山店（店舗内）
持ち物▶身分証明書（運転免許証、健康保険証など）

利用可能な申請書
の詳細はこちら

◉スマートフォン・パソコンで申請
　交付申請用のWEBサイト
から、必要事項を入力し、
顔写真を添付して送信

3日間 限定　出張申請受付

交付申請用の
WEBサイトは
こちら

マイナンバーカードで
　　　様々なサービスが利用できます

　12月末までに申し込みされた方には、お
得な特典があります。
➊�マイナポイントが最大で２万円分もらえる
➋�3,000円分のクオカードまたは図書カー

ドを贈呈

12月末までの申請がお得

マイナンバーカードの申し込み方法
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国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60
歳
を
過
ぎ
た

方
で
も
、
申
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
加
入

で
き
る「
任
意
加
入
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
」の
5
年
間
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
で
き
る
方

（
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
方
）

①�

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
６
０
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方

②�

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方

③�

20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料

の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未

満
の
方

④�

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※�

60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
手
続
き

で
き
ま
す

※�

申
出
を
行
っ
た
日
が
加
入
日
に
な
り
、

加
入
月
か
ら
保
険
料
が
か
か
り
ま
す

※�

納
付
方
法
は
原
則
、
口
座
振
替
と
な

り
ま
す

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

ど
ん
な
時
に
国
民
年
金
に

　
　
加
入
す
る
の
？

①�

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
厚
生
年
金
加
入
者
を
除
く
）

②
仕
事
を
や
め
た
と
き

③
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

※�

②
③
の
場
合
は
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）は

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
！

　
「
老
齢
基
礎
年
金
」は
老
後
の
生
活
、「
障

害
基
礎
年
金
」
は
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を

負
っ
た
方
の
生
活
、「
遺
族
基
礎
年
金
」は

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の
あ
る

配
偶
者
ま
た
は
子
の
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
支

え
て
く
れ
ま
す
。

年
金
の
加
入
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
！

　
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
記
録
や
将
来
の

年
金
見
込
額
の
試
算
な
ど
が
確
認
で
き
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ねんきん
ネット

成
年
後
見
制
度
と
は
…

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の

　
　
財
産
と
権
利
を
ま
も
り
支
援
す
る

　
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
、
認
知
症

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
は
、
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
の
手
続
き
や
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
判
断
が
で
き
ず
に
不
利
益

な
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見

制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後
見
制

度
」と「
任
意
後
見
制
度
」の
２
つ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

備
え
て
安
心「
成
年
後
見
制
度
」

�

問
福
祉
児
童
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
7
7
7

任
意
後
見
制
度

　
元
気
な
う
ち
に
、
将
来
に
備
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
契
約
な
ど
で
代
理
人
を
選
ん

で
お
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
に

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
と
支
援

が
開
始
し
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

本
人
や
親
族
な
ど
の
申
立
て
に
よ
っ

て
家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
成
年
後
見

人
な
ど
が
支
援
す
る
制
度
で
、
判
断
能
力

の
程
度
に
応
じ
て「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

後
見
▼�

日
常
生
活
で
、
判
断
能
力
が
ほ
と

ん
ど
な
い
人
が
利
用

保
佐
▼�

日
常
生
活
で
、
判
断
能
力
が
著
し

く
不
十
分
な
人

補
助
▼�

日
常
生
活
で
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
が
利
用

専
門
的
な
相
談
は

ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
へ

�

（
相
談
無
料
）

　
勝
山
市
、
福
井
市
、
鯖
江
市
、
永
平
寺

町
、
池
田
町
、
南
越
前
町
、
越
前
町
の
7

市
町
が
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
共
同
で
福
井
市
の
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
プ
ラ
ザ
内
に
「
ふ
く
い
嶺
北
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
訴
訟
や
遺
産
相
続
分
割
協
議
な
ど
、
複

雑
な
相
談
に
応
じ
ま
す

※
面
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

電　
話　
0
7
7
6
‐
28
‐
3
7
7
5

F
A
X　
0
7
7
6
‐
28
‐
3
7
7
6

成
年
後
見
制
度
の
し
く
み
や

概
要
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

高
齢
者
の
方

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

　

�

☎
87
‐
0
9
0
0

障
が
い
の
あ
る
方

　
福
祉
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）

　

�

☎
87
‐
0
7
7
7

法
人
に
よ
る
後
見
事
業
所

　
勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

「
さ
さ
え
愛
」（
す
こ
や
か
内
）

�

☎
87
‐
1
7
7
7

　ご本人がひとりで決めることに心配が出てきた
場合に、ご利用ください。

①　申立てできる人
　　本人、配偶者、四親等内の親族など
　　※�四親等内の親族がいない場合などは、市

長が申立てを行うことができます
②　申立て先
　　本人の居住地を管轄する裁判所
　　（勝山市の場合は福井家庭裁判所）
　　※申立て費用と指定書類の提出が必要です
③　審判（成年後見人等の決定）
　　�家庭裁判所の調査官が、調査、確認を行い、
成年後見人等に最も適切と思われる人（配偶
者や親族、法律・福祉の専門職など）を選任
します。

④　後見の開始
　　※親族以外の後見人等の場合、報酬が必要です

成年後見制度の利用方法
（法定後見制度）

今
こ
そ
禁
煙
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
０
８
８
８

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
感
染
症
に
さ
ら
に

注
意
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者

に
比
べ
重
症
と
な
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙

は
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
リ
ス
ク
も
高

め
ま
す
。
あ
な
た
自
身
の
健
康
を
守
る
た

め
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
外
来
で
相
談

　

禁
煙
外
来
で
の
治
療
は
保
険
適
応
に

な
り
、
お
金
を
か
け
ず
に
取
り
組
め
る
だ

け
で
な
く
、
自
力
で
禁
煙
す
る
よ
り
３
～

４
倍
成
功
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

す
こ
や
か
で
相
談

　
禁
煙
を
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
、
い
き

な
り
禁
煙
外
来
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な

…
と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
気
軽
に
保
健
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
こ
ち
ら
ま
で
ご
相
談
を

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

（
②
番
入
口
）

健
康
体
育
課�

健
康
増
進
係�

ま
で

☎
87
‐
０
８
８
８（
平
日
の
み
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

医療機関 曜日 受付時間

福井勝山
総合病院 水・木 午後3時

から

※詳細は内科外来までお問い合わせください
（福井勝山総合病院☎88-0350）

令和4年度禁煙外来実施医療機関

第28回「禁煙ポスターコンクール」 
勝山市長賞受賞作品

小山　梨愛さん
（勝山中部中1）

松田　才穏さん
（平泉寺小6）

17 17 　　　　 広報かつやま12月号 №817 広報かつやま12月号 №817 広報かつやま12月号 №817広報かつやま12月号 №817　　　　 16 16



編
集
後
記

　
「
ま
い
に
ち
ぜ
ん
ぶ
た
の
し
む
」
こ

と
で
、
い
つ
も
の
日
常
が
違
っ
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。
ま
ず
は
今
日
一

日
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�
（
M
）

　

�

　

ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
で
の

話
は
、
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
し
を
良
く
す
る
ヒ
ン
ト
に
も
な

る
気
が
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
S
）

市からのお知らせInformation

不
法
投
棄
等
防
止
啓
発
月
間
へ
の
ご
協
力
を

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
4

12
月
は
不
法
投
棄
等
防
止
啓
発
月
間

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
見
逃
さ
な
い
！

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

◎�

何
人
も
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
た

り
野
外
焼
却
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

◎�

自
分
の
土
地
に
廃
棄
物
を
捨
て
た
場

合
で
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す

◎�

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
は
、
廃
棄
物

処
理
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

　

粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材
等
の
廃
棄
物

を
山
林
等
の
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所

に
不
法
投
棄
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
い

わ
ゆ
る
野
焼
き
）
も
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
廃
棄
物

処
理
法
に
よ
り
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

①
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
た
場
合

②�

廃
棄
物
を
焼
却
し
た
場
合（
焚
火
や
ど

ん
ど
焼
き
等
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た

方
法
や
公
益
上
ま
た
は
社
会
の
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

す
ぐ
に
届
け
出
を

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
1

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年

内
に
家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
ず
市
民
課
資
産
税
係
ま
で
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
譲
渡
・
売
買
・
相
続
な
ど
、
所

有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
も
、
登
記
の

手
続
き
（
法
務
局
ま
で
）
や
未
登
記
家
屋

の
名
義
変
更
申
請
書
の
提
出
（
市
民
課
資

産
税
係
ま
で
）な
ど
が
必
要
で
す
。

家屋の滅失届出書は
こちらからダウンロード

できます

5
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
の
請
求
が
変
わ
り
ま
す

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

毎
月
、
上
下
水
道
料
金
を

同
時
に
請
求
し
ま
す

　
現
在
、
水
道
料
金
と
下
水
道
（
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
）
使
用
料
で
そ
れ
ぞ
れ

2
か
月
分
を
偶
数
月
と
奇
数
月
に
分
け

て
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
に
、
令
和
5
年
5
月
請
求

分
か
ら
納
付
書
を
統
一
し
、
そ
れ
ぞ
れ
1

か
月
分
を
同
時
に
請
求
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
5
年
3
月
と
4
月
に

請
求
す
る
料
金
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
経
過
措
置
期
間
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
ど
ち
ら
も
ご
使
用
の
方

　
3
月
と
4
月
請
求
分
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ

水
道
料
金
と
下
水
道
等
使
用
料
合
わ
せ

て
3
か
月
分
に
な
り
ま
す
。

上
水
道
の
み
ご
使
用
の
方

　

3
月
請
求
分
か
ら
毎
月
1
か
月
分
に

な
り
ま
す
。

下
水
道（
農
集
排
）の
み
ご
使
用
の
方

　

3
月
と
4
月
請
求
分
は
そ
れ
ぞ
れ　

2
か
月
分
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

納
付
が
可
能
に
な
り
ま
す

　
令
和
5
年
5
月
請
求
分
か
ら
、
全
国
の

主
要
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以
下「
コ

ン
ビ
ニ
」）で
も
料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
数
料
は

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
も
の

・
水
道
料
金

・
下
水
道
使
用
料

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
な
い
も
の

・�

バ
ー
コ
ー
ド
表
示
が
な
い
も
の
や
、
破

損
で
読
み
取
れ
な
い
も
の

・�

納
付
書
1
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

※ 

新
し
い
納
付
書
は
圧
着
ハ
ガ
キ
に

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

市
民
意
見
交
換
会
を

�

開
催
し
ま
す

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

�

☎
88
‐
1
1
1
5

　

市
が
推
進
し
て
い
る
左
記
の
政
策

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
市

長
と
の
市
民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

◉
地
域
防
災
に
つ
い
て

◉ 

性
別
、
年
齢
な
ど
に
と
ら
わ
れ

な
い
多
く
の
人
の
参
画

◉
こ
ど
も
政
策
に
つ
い
て

日　
程　

12
月
9
日
㈮　
遅
羽
ま
ち
づ
く
り
会
館

12
月
10
日
㈯　
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
12
日
㈪　
野
向
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
13
日
㈫　
猪
野
瀬
ま
ち
づ
く
り
会
館

12
月
16
日
㈮　
村
岡
ま
ち
づ
く
り
会
館

12
月
17
日
㈯　
北
郷
ま
ち
づ
く
り
会
館

12
月
19
日
㈪　
鹿
谷
ま
ち
づ
く
り
会
館

12
月
21
日
㈬　
荒
土
ま
ち
づ
く
り
会
館

※�

平
泉
寺
地
区
で
は
12
月
6
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
勝
山
地
区
は
現
在
調
整
中
で
す

※�

旧
公
民
館
は
、
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
会
館・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
変
更
し
て
い
ま
す

（
時
間
は
午
後
7
時
～（
北
郷
は
午
後
２
時
～
））

③�

法
令
で
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
ら
ず

に
、指
定
有
害
廃
棄
物「
硫
酸
ピ
ッ
チ
」

を
保
管
、
収
集
、
運
搬
ま
た
は
処
分

し
た
場
合

　

私
た
ち
の
郷
土
で
あ
る
勝
山
の
美
し

い
自
然
と
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
で

は
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
等
を
通
じ
て
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な

い
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
監
視
役
に
な
っ
て
、
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
や
悪
質
な
野
外
焼
却

を
防
ぎ
、
住
み
や
す
い
生
活
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
電
製
品
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
家
電
小

売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
適
正

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
を

見
つ
け
た
と
き
は
、不
法
投
棄
１
１
０
番
、

最
寄
り
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

勝
山
警
察
署（
交
番
・
駐
在
所
）や
市
役
所

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
１
１
０
番

福
井
県
循
環
社
会
推
進
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
５
８
４
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